
ー ・・ー・帽守

金
揮
古
臆
志
巻
廿
・
二

詞
言
も
、
古
き
事
た
り
と
知
ら
れ
け
り
。

。
右
衛
門
橋

元
総
六
年
の
士
艇
に
、
右
衛
門
殿
橋
と
見
b
‘
金
湾
橋
梁
記
に
も
・

よ
も
ん
ど
の
橋
長
町
四
番
丁
高
也
と
あ
り
て
、
元
総
・
享
保
の
頃
は

か
〈
稽
せ
し
と
聞
ゆ
。
奮
停
に
、
昔
藩
士
宮
田
右
衛
門
と
い
ふ
人
の

邸
宅
、
此
の
橋
側
に
あ
り
し
ゅ
ゑ
、
橋
名
に
呼
ぺ
り
と
い
へ
り
。
按

宇
る
に
、
菅
家
見
聞
集
に
、
寛
永
七
年
六
月
前
回
肥
後
と
村
瀬
九
右
衛

門
せ
が
れ
四
郎
右
衛
門
等
と
右
衛
門
橋
に
於
て
喧
嘩
す
る
と
と
見
h

た
り
。
三
壁
記
に
は
、
宮
岡
右
衛
門
佑
の
前
怠
る
橋
ま
で
出
づ
る
問

は
侍
町
也
。
肥
後
殿
鬼
川
の
橋
ぎ
は
へ
行
懸
り
給
ふ
底
に
云
々
。
と

て
、
喧
醸
の
次
第
を
載
せ
た
り
。
菅
君
雑
鋒
に
は
、
鬼
川
橋
爪
に

τ

喧
嘩
の
事
を
記
載
し
、
註
に
、
此
の
橋
富
岡
右
衛
門
居
邸
の
前
怠
る

故
に
、
世
人
右
衛
門
橋
と
続
す
。
と
あ
り
o
今
按
守
る
に
・
右
衛
門

橋
は
惣
構
の
橋
に
て
、
倉
月
用
水
川
に
架
け
た
る
橋
た
り
。
さ
れ
ば

鬼
川
の
橋
に
あ
ら
宇
。
然
る
を
三
豊
記
に
鬼
川
の
橋
と
あ
る
に
よ

り
、
菅
君
雑
録
に
も
共
の
誤
り
を
諦
け
て
‘
有
街
門
橋
は
鬼
川
の
橋

な
る
よ
し
註
し
た
る
た
る
ぺ
し
。
但
し
彼
の
曜
嘩
せ
し
は
‘
長
町
四

番
丁
た
る
橋
爪
に

τの
事
な
り
け
ん
。
此
の
橋
は
鬼
川
に
架
け
た
る

十
年
の
利
長
卿
富
山
養
老
附
士
般
に
、
八
千
三
拾
石
宮
田
下
線
と
見

h
、
犬
坂
夏
陣
大
筒
定
書
に
は
‘
八
千
百
二
拾
石
宮
田
下
線
守
と
あ

り
。
元
和
元
二
年
の
士
艇
に
は
八
千
石
宮
田
下
線
と
あ
り
。
寛
永
四

年
の
士
授
に
、
八
千
百
三
拾
石
富
田
下
線
・
五
百
石
富
岡
右
衛
門
と

あ
り
て
、
長
九
郎
左
街
門
と
富
田
下
線
を
人
持
一
組
の
組
頭
と
す
。

さ

τ
寛
永
十
六
年
富
山
・
大
聖
寺
分
封
の
時
、
宮
田
右
衛
門
は
宮
山

侍
従
利
次
君
へ
附
け
ら
れ
、
家
老
役
を
勤
め
、
子
孫
宮
山
に
連
綿
た

り
。
今
枝
直
方
自
記
に
云
ふ
。
或
人
の
日
く
、
淡
州
主
の
御
領
改
作

に
被
邑
仰
付
-
慮
に
、
富
田
右
衛
門
尉
申
す
は
、
改
作
は
成
問
敷
と
申

す
。
子
細
を
密
か
に
聞
き
け
る
底
、
右
衛
門
百
姓
に
借
物
を
致
し
‘
媒

は
東
野
菜
と
い
ふ
者
也
。
然
る
底
に
微
妙
院
殿
江
戸
参
観
の
湖
、
富

山
淡
州
主
錆
=
御
見
送
-
何
と
い
ふ
鹿
へ
御
出
合
之
刻
、
御
談
合
有
り

て
淡
路
殿
早
速
蹄
舘
し
給
ひ
‘
東
野
を
ぽ
成
政
被
v
成
け
り
。
富
田
右

衛
門
は
夫
れ
よ
り
御
前
悪
敷
有
v
之
鹿
に
、
翌
年
微
妙
院
殿
蹄
固
し

給
ふ
時
、
宮
山
に
て
淡
路
殿
御
膳
を
上
げ
ら
れ
た
り
。
此
の
時
右
衛

門
は
如
何
と
御
意
の
時
、
罷
出
で
け
れ
ば
、
色
々
御
慣
の
御
意
に

τ、

御
服
な
E
拝
領
せ
し
と
ぞ
。
頭
容
に
云
ふ
。
東
野
、
名
は
三
郎
左
衛

門
と
去
弘
、
大
殿
よ
り
は
引
張
切
と
被
v
仰
し
を
、
淡
州
主
御
詫
官
に

金
滞
古
蹟
志
巻
サ
ニ

四

に
よ
り
、
鬼
川
の
橋
と
は
あ
る
た
ら
ん
か
。

O
富
田
右
衛
門
醤
邸

三
萱
記
に
、
寛
永
七
年
前
回
肥
後
鬼
川
橋
爪
に
て
噴
嘩
の
僚
に
、
富

田
右
衛
門
佑
の
前
た
る
橋
ま
で
出
づ
る
聞
は
侍
町
也
。
と
見
b
.
ま

た
、
裏
づ
た
ひ
に
富
田
右
衛
門
佑
方
へ
入
り
、
表
門
へ
出
で
‘
高
岡
町

へ
引
取
ら
る
。
と
も
あ
り
。
き
れ
ば
右
衛
門
が
居
邸
は
、
右
衛
門
橋

の
橋
爪
に
て
1

若
し
く
ぽ
橋
の
高
な
る
薮
の
内
な
る
地
な
ら
ん
か
。

O
富
田
右
衛
門
侮

三
登
記
民
、
右
衛
門
佑
と
し
、
又
或
は
右
衛
門
尉
と
す
れ
ど
、
寛
永

四
年
の
士
幌
等
に
は
、
右
衛
門
と
あ
り
。
竹
園
雑
記
に
云
ふ
o
宮
田

下
線
守
は
八
千
石
飴
の
緑
成
り
し
に
、
右
衛
門
尉
代
に
は
、
奥
カ
知

共
一
高
石
成
り
し
に
、
後
富
山
侍
従
利
次
君
の
御
家
老
に
附
被
v
遁
候

時
、
八
千
石
は
嫡
子
園
書
へ
被
ν
下
、
残
る
こ
千
石
は
右
衛
門
尉
に
隠

居
知
と
し
て
被
v
下
也
。
是
宮
山
へ
附
罷
越
儀
迷
惑
仕
由
民
付
い
て
、

右
之
遇
被
a
仰
付
吋
宮
山
に
て
は
案
の
如
く
‘
聞
書
養
子
は
奥
村
誠
人

嫡
子
縫
股
助
に

τ、
千
五
百
石
の
奥
力
知
被
a
召
上
一
本
知
六
千
五
百

石
被
v
下
、
叉
縫
殿
助
貨
子
監
物
へ
大
磯
大
輔
正
甫
卿
三
千
石
被
v

下・

子
孫
段
々
減
じ
た
り
と
い
へ
り
。

A
7
按
宇
る
に
、
富
田
下
線
は
、
慶
長

会、・ィァ

て
釧
首
に
た
る
。
検
使
は
入
江
纏
兵
衛
と
叉
一
人
也
。
と
あ
り
。
叉

混
見
摘
弱
に
云
ふ
。
淡
路
守
利
失
君
御
家
老
宮
田
右
衛
門
尉
.
江
戸

よ
り
宮
山
へ
蹄
る
時
‘
越
後
園
山
の
下
放
宿
に
於
て
病
死
す
。
板
誇

検
校
と
日
頃
入
魂
危
り
し
が
、
右
衛
門
尉
死
後
四
十
飴
年
を
経
て
、

板
津
検
校
江
戸
へ
赴
き
け
る
時
、
越
後
園
能
生
・
名
立
越
の
放
宿
K
一

泊
せ
し
に
‘
共
の
夜
夢
中
に
富
岡
右
街
門
尉
と
良
，
久
し
く
封
話
し
、

夢
覚
め
た
り
け
り
。
明
朝
に
至
り
て
、
板
涼
検
校
宿
の
亭
主
に
、
先
年

富
山
の
家
老
富
田
右
衛
門
尉
と
い
ひ
し
入
、
営
園
山
の
下
の
放
宿
に

於
て
死
去
し
た
り
と
聞
く
。
共
所
は
何
方
な
る
哉
、
若
し
聞
停
へ
た

る
事
も
あ
り
や
と
尋
問
悲
し
け
る
に
、
宿
主
答
へ
て
回
く
、
僕
は
共

の
頃
い
ま
だ
幼
少
に
て
先
無
a
御
座
一
愚
父
が
物
癒
を
聞
き
居
た
り
。

宮
田
右
衛
門
殿
は
則
ち
此
の
家
に
て
死
去
設
さ
れ
た
り
。
共
の
時
愚

父
種
々
痛
は
り
申
せ
し
よ
し
み
を
以
て
、
今
の
富
田
縫
殿

E
の
今
以

て
往
来
毎
に
立
寄
ら
れ
、
御
懇
意
に
被
v
成
と
誇
れ
り
。
板
滞
検
校
此

の
穏
を
聞
き
て
、
甚
だ
悲
涙
浅
か
ら
宇
。
共
以
前
は
儒
者
危
り
し
か

E
、
是
よ
り
働
法
に
錦
依
す
。
と
い
へ
り
。
按
宇
る
に
、
宮
田
右
衛
門

が
逆
接
に
死
去
せ
し
は
、
正
保
の
頃
な
ど
に
や
。
夫
れ
よ
り
四
十
飴

年
後
は
貞
享
の
頃
た
ら
ん
か
。
板
津
検
校
は
‘
寛
文
二
年
の
由
緒
幌

五




